
 

 

 

よろしくお願いします 

 西有家中学校２年目になりました。昨年度は、 

７年ぶりに南島原市の学校に勤務することができ 

楽しく過ごせました。今年度も母校の生徒たちの 

ために全力で頑張っていきます。 

 さて、令和５年度の西有家中学校は、次のこ 

とについて努力してまいります。 

 

 

 

                          

 

  

 

 

 

☆こんな子どもに････ 

  

 

 

 

                      

                     

                     

 

 

 

 

 

                         

                          

 

令和５年度 職員です。 

校 長  本多 洋二（２年目） 

教 頭  宮﨑 秀二（２年目） 

 

＜１年職員＞ 

学年主任 池田 美穂（２年目） 

１組担任 濱部 理恵（５年目） 

２組担任 黒木 誠（新規採用） 

６組担任 髙橋 朋宏（２年目） 

副 担 任 伊藤 克司（２年目） 

 

＜２年職員＞ 

学年主任 永田 有喜子（２年目） 

１組担任 永田 有喜子 

２組担任 髙木 康子（３年目） 

副 担 任 池田 嘉章（口之津中から） 

副 担 任 八木 康男（布津中から） 

 

＜３年職員＞ 

学年主任 松尾 美穂（２年目） 

１組担任 髙橋 ルミ子（早岐中から）  

２組担任 柴田 貴子（５年目） 

４組担任 岩永 典子（4 年目） 

５組担任 中尾 瑞穂（２年目） 

副 担 任 横田 尚広（４年目） 

副 担 任 内田 信也（２年目） 

 （裏ページヘ続く） 

 

学校だより    学校スローガン「伸ばせ！鍛えろ！自らを！」「発見・実践・変身」 

西有家中Ｎｏ１ 
 

 令和５年 ４月１３日 

南島原市立西有家中学校 

校長 本 多 洋 二 

「昨日より今日、今日より明日輝く生徒」 

・自ら学び、主体的に行動する生徒『知』 

・礼儀正しく、思いやりのある生徒『徳』 

・心身ともに健康で、自らを高めようとする生徒『体』 

<<学校教育目標>> 

「豊かな心と志を持ち、主体的に学ぶ生徒の育成」 

            

 

＜学校スローガン＞ 

「伸ばせ！鍛えろ！自らを！」「発見・実践・変身」 

・発見とは、自分の可能性や目標を見つけること。 

・実践とは、可能性を伸ばすため、実行に移すこと。 

・変身とは、自分の成長を認め（変身）、自信を持つこと。 

令和５年度、西有家中学校に８名の職員が新

たに転入しました。私たち職員一同、それぞれ

の持ち味を生かして、それぞれの職責を果たし

ていきたいと思っています。 

  しかしながら、子どもの教育は、学校だけで

はできないことは、皆さんご存知のとおりで

す。保護者の皆様、地域の皆様と手を携えて、

子どもの将来のため、夢の実現のために 

日々の教育に力を注ぎたいと考えています。   

  ご理解とご協力をよろしくお願いします。 
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令和５年度 職員です。（前ページの続き） 

 

４月の主な行事 

 １３日（木） 学級委員任命式・礼法指導 

１３日（木） 尿検査・身体測定  

１４日（金） 部活動紹介・歓迎遠足 

１７日（月） 尿検査・中央委員会 

教育相談（１年）～２５日 

１８日（火） 全国学力調査（３年国、数、英） 

 県学力調査（２年国、数）  

       眼科検診（13:20～2-1、１年） 

２０日（木） １年心電図検査 13:30～ 

       ３年実力テスト 

２１日（金） ３年実力テスト 生徒集会 

２５日（火） 全国学力スピーキングテスト 

尿検査予備日 

２７日（木） PTA 総会（19:30～あけぼの会館） 

「「伸ばせ！鍛えろ！自らを！」「発見・実践・変身」 

を合言葉に、「昨日より今日、今日より明日輝く生徒」の

育成を目指して、全職員一致団結、協働して取り組みま

す。 

このことは、人と比べるのではなく、昨日の自分より今

日の自分、今日の自分より明日の自分、と自分自身を比べ

て、少しでも成長している自分になって欲しいという願い

を込めています。 

 
 

＜専門職員＞ 

養護教諭 菅 菜保子（３年目） 

事務主任 辻 郁実（６年目） 

用 務 員 金子 依子（２年目） 

特別支援教育助手 近藤 ますみ（６年目） 

  〃  金子 由美（有家中から） 

スクールカウンセラー 鴨川 仁人（３年目） 

学校支援員 小嶺 美由喜（新規任用） 

教育相談員 林田 ふみや（新規任用） 

新採指導教員 湯治 康信（南有馬中から） 

Ａ Ｌ Ｔ マルコ・メッサ（2.5 年目） 

 

自 

 

 

自分の考えや人の受け売りです。 気軽にお読みください。 

「言葉は、毒にも、薬にも・・・・・」 

   ある心理学者の話で、「人を病気にするには簡単だ。会うたびに『顔色が悪いね、どうしたの？』と聞け

ばいい。」そうです。（何でもない人にわざと言う場合です。）そういう意味で言葉は魔物です。昔、言霊

（ことだま）と言われたように、言葉には霊力が宿り、人を生かしも殺しもします。ちょっとした言葉で、人

を傷つけた経験は誰にでもあるでしょう。十分に心したいものです。 

   映画「寅さんシリーズ」の山田洋次監督は、「青春時代にいくつ褒められたかで、人間の人生は決定

する気がする」と言っています。人の褒め言葉で調子に乗る必要はありませんが、まっすぐ受け止めるこ

とは必要です。忠告や励ましの言葉も謙虚に受け止め、一つ一つの言葉が自分を高めるという意識だ

けは、常に心の中に持っていたいものです。西有家中学校では、良いところを認めながら、自己肯定感

を高める指導をしてまいります。ご理解よろしくお願いします。 

 

 

 
 


